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 ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」  
 

2008年2月25日 
各  位 
 

東京都品川区南大井六丁目25番3号 
日本通信株式会社 

代表取締役社長 三田 聖二 
（コード番号：9424） 

問合せ先 常務取締役CFO 福田 尚久 
電話 03－5767－9100（代表） 

 
日本通信、コネクトメールの便利さを体験できる無料*1トライアルを提供開始 

― iモードメールの替わりにGmail®や.Macメールを携帯電話で － 
 
日本通信株式会社（以下、「当社」という）は、パソコンで普段利用しているメールを、iモードメールに替わって株

式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ（以下、「ドコモ」という）の携帯電話で利用できるサービス「ConnectMail（コネク

トメール）」の便利さを実際に体験していただくため、「コネクトメール 無料*1トライアル 21 日間」の提供を、本日

2月25日（月）より開始いたしますので、お知らせいたします。 
 
インターネットが普及した現在、自宅や会社のパソコンでは自分のメールアドレス（例えば「ユーザ名@mac.com」）

を、外出先では携帯電話のメールアドレス（例えば「ユーザ名@docomo.ne.jp」）を利用するのが当たり前のよう

になっています。総務省「平成19年版情報通信白書」によると、インターネット接続にパソコンと携帯電話等の

両方を利用しているユーザ数は約6,100万人とされており、パソコンと同じメールアドレスを携帯電話でも利用し

たいという潜在ニーズは非常に高いと思われます。 
 
コネクトメールをご利用いただいたお客様からは、“パソコンと携帯電話で同じメールアドレスを使えるのは有難

い。これまで別々なのが当然と思っていたのが不思議に思える”“就職活動の連絡メールアドレスは、プライベー

トのパソコン用メールアドレスを登録している。これで安心して旅行ができる”“年間利用料が4,800円なのは若

干躊躇した。使ってみるとやはり便利で、コストパフォーマンスとしては十分満足できる。今まで何て不便なこと

をしていたのだろう”“i モードとコネクトメールの併用も、意外に苦にならないで切替えて使える”といった声

をいただいています。 
 
この度、より多くの皆様に、パソコンで普段利用しているGmail®メールや.Macメールを iモードメールの替わり

に携帯電話で利用できる便利さを、まずは体験していただくため、無料*1でお試しいただけるトライアルを提供開

始することといたしました。 
 
コネクトメール 無料*1トライアル21日間の詳細は以下のとおりです。 
 

＜ご提供開始日＞ 
2008年2月25日（月）より 
 

＜トライアル対象商品＞ 
・Gmail®対応版（ユーザ名@gmail.com） 
・.Macメール対応版（ユーザ名@mac.com） 
※コネクトメールの商品拡充にあわせ、トライアル対象も追加する予定です。 

 
＜無料*1トライアルにかかる費用＞ 

トライアル期間中は、コネクトメールの利用料は無料です。但し、ドコモに対する通信料は別途お客様のご負担と



 

2 

 

なります。なお、コネクトメールのご利用にかかるパケット通信料は、パケホーダイおよびパケホーダイフルの定

額対象外です。 

 

＜トライアル期間＞ 
トライアル期間はトライアル開始日の翌日から21日間です。但し、トライアル期間中にコネクトメールをご購入

いただいた場合、21日間が経過していなくてもトライアル期間は終了となります。 
 
なお、トライアル中にコネクトメールをご購入いただく場合は、トライアルのご案内メールにあるお客様専用URL
からご購入いただけます。トライアル期間満了後にコネクトメールをご購入いただく場合は、当社のコネクトメー

ル用Webサイト（http://www.connectmail.jp/）においてお申し込みいただけます。コネクトメールの年間利用料

は、.Macメール対応版、Gmail®対応版ともに4,800円（税込）です。 
※2008年2月18日、コネクトメールのURLをhttp://www.connectmail.jp/に変更しました。 

 

＜お申し込み方法＞ 
当社のコネクトメール用Webサイトよりお申し込みいただけます。 
なお、無料*1トライアルの手順はhttp://www.connectmail.jp/t/でご確認いただけます。 
 
＜コネクトメールについて＞ 
コネクトメールは、パソコンで普段利用しているメールをドコモの携帯電話で iモードメールに替わって利用でき

るサービスで、2008年2月1日よりアップルの.Macメール対応版を、2月6日よりグーグルのGmail®対応版を

提供開始しました。携帯電話にメールがプッシュ配信され、届いたメールを即時に読むことができます。i モード

メールと同じ使い方、同じ操作ですので、メールの返信も同一のメールアドレスで行うことができます。携帯電話

で受信したメールは、サーバーから削除されないため、従来どおり自宅等のパソコンで一括管理することができま

す。また、ポータルサイトは iMenuの替わりにモバイルgoo（運営：NTTレゾナント）*2につながり、iモード公

式サイト以外の一般サイトの検索やニュース閲覧、他のインターネットサイトに簡単にアクセスできます。 
 
主な機能は以下のとおりです。 
・iモードメールと同じメール操作でご利用いただけます。 
・ポータルサイトは iMenuの替わりにモバイルgoo*2につながります。 
・iモード対応FOMA端末でご利用いただけます。 
 初期FOMA端末を除く:N2001、N2002、P2002、N2051、P2101Vなど 
・接続先を切替えてｉモードとの併用も可能です。 
 
上記のほか、マイページhttp://mypage/（携帯サイト）をご用意し、サービス期間の確認、新着メール通信の停止

や再開などが行えます。なお、コネクトメールの製品版ではメールアドレスの変更（ユーザ名A@mac.comからユ

ーザ名B@mac.comなど同一ドメイン同士での変更）が可能です。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■マイページトップ ■メール通知切り替え 

 新着メールの通信の停止と再開が行えます。 

新着メールの通知を再開する際、〔未

読メールを全て既読にする〕のチェッ

クボックスにチェックを入れると、停

止中の未読メールを受信することなく

再開することができます。 
 

停止画面 再開画面 

上記は.Macメール対応版の画面キャプチャです。 
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＜接続イメージ図＞ 
ドコモの携帯電話は iモードセンターと直結していたため、iモードメール（ユーザ名@docomo.ne.jp）を利用する

こととなっていました。コネクトメールは、当社がドコモと相互接続し、さらに利用者が望むメールサーバと接続

することで、パソコンのメールを携帯電話でも利用可能にするものです。接続先を切替えて、コネクトメールと i
モードメールを併用してご利用いただくこともできます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
*1トライアル期間中はコネクトメールを無料でお試しいただけますが、パケット通信料はお客様のご負担となります。 
*2ポータルサイトはご利用の商品によって異なる場合があります。 
 
※通話料およびパケット通信料金は、ドコモとお客様との契約に基づきドコモが課金・請求するものです。 
※本商品はパケホーダイおよびパケホーダイフルの定額対象外となります。 

※商品の仕様および価格は予告なく変更になる場合があります。商品に関する詳細は、http://www.j-com.co.jp/ 又は http://www.connectmail.jp/
をご参照ください。 
 
■日本通信株式会社 会社概要 
社名： 日本通信株式会社（大証ヘラクレス市場：9424） 
代表者： 三田 聖二（代表取締役社長） 
資本金： 2,279百万円（2008年1月31日現在） 
設立： 1996年5月24日 
事業内容： ●日本初のMVNO（Mobile Virtual Network Operator=仮想移動体通信事業者） 

●「インフィニティ・ケア」をサービスコンセプトにしたEnd to Endのワイヤレス・データ通信

サービスを法人向けに提供 
●「どこでもインターネット通信電池」をコンセプトにしたワイヤレス・インターネット接続商品

をコンシューマ向けに提供 
●ユビキタス社会を実現する「通信電池」を提供、また、新しい通信サービスを各企業と共同で開

発 
 
b-mobile、InfinityCare及び通信電池は日本通信株式会社の登録商標です。ConnectMail及びコネクトメールは商標登録を出願中です。Gmailは
Google Inc.の登録商標です。その他文中の社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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